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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　部分周波数再使用（ＦＦＲ）方式を用いる無線通信システムにおいて移動局（ＭＳ）で
チャンネル状態を推定する方法であって、前記方法は、
　サービングセルからＣｏＭＰ（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ）セ
ットの情報を受信することであって、前記ＣｏＭＰセットは、前記サービングセルによっ
て構成され、セルを含む前記ＣｏＭＰセットは、ＣｏＭＰ動作を行い、前記セルは、前記
サービングセルと、少なくとも１つの隣接するセルとを含む、ことと、
　サービングセル識別子（ＩＤ）を獲得することと、
　前記ＦＦＲ方式が前記サービングセルにおいて適用される場合、前記獲得されたサービ
ングセルＩＤから、所定のルールに従って３つの所定のダウンリンク電力レベルパターン
の中から、前記サービングセルに対して構成された４つの周波数パーティションに適用さ
れたダウンリンク電力レベルパターンを獲得することであって、前記獲得されたダウンリ
ンク電力レベルパターンは、前記ＣｏＭＰセットの隣接するセルのダウンリンク電力レベ
ルパターンとは異なる、ことと、
　前記ＭＳが前記ＣｏＭＰセットの前記情報に基づいて前記ＣｏＭＰ動作を行う場合、選
択されたＰＭＩを前記サービングセルに伝送することであって、前記選択されたＰＭＩは
、前記サービングセルに対して前記ＣｏＭＰ動作を行う前記ＣｏＭＰセットの前記隣接す
るセルの最も小さい干渉または最も大きい干渉として機能する、ことと
　を含む、方法。
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【請求項２】
　前記獲得されたダウンリンク電力レベルパターンに基づいて、前記サービングセルのダ
ウンリンクチャンネル状態を推定することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　隣接するセル識別子（ＩＤ）を獲得することと、
　ＦＦＲが前記隣接するセルにおいて適用される場合、前記獲得された隣接するセルＩＤ
から、前記所定のルールに従って前記３つの所定のダウンリンク電力レベルパターンの中
から、前記隣接するセルに対して構成された前記４つの周波数パーティションに適用され
たダウンリンク電力レベルパターンを獲得することと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記推定されたダウンリンクチャンネル状態に基づいて生成されたチャンネル状態情報
を前記サービングセルにフィードバックすることをさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記４つの周波数パーティションは、少なくとも１つのブースティングされた周波数パ
ーティションと、少なくとも１つのノン－ブースティングされた周波数パーティションと
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記４つの周波数パーティションのインデックスのうちの前記ブースティングされた周
波数パーティションのインデックスは、１である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンク電力レベルパターンは、サービングセルＩＤ関数値に従って決定され
る、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記サービングセルＩＤ関数値は、（サービングセルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　１／ＦＦ
Ｒ率）によって計算される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記隣接するセルの前記獲得されたダウンリンク電力レベルパターンに基づいて、前記
隣接するセルのダウンリンクチャンネル状態を推定することをさらに含む、請求項３に記
載の方法。
【請求項１０】
　部分周波数再使用（ＦＦＲ）方式を用いる無線通信システムにおいてチャンネル状態を
推定する移動局（ＭＳ）であって、前記ＭＳは、受信機と、プロセッサと、送信機とを含
み、
　前記受信機は、サービングセルからＣｏＭＰ（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－
Ｐｏｉｎｔ）セットの情報を受信するように構成され、前記ＣｏＭＰセットは、前記サー
ビングセルによって構成され、セルを含む前記ＣｏＭＰセットは、ＣｏＭＰ動作を行い、
前記セルは、前記サービングセルと、少なくとも１つの隣接するセルとを含み、
　前記プロセッサは、
　サービングセル識別子（ＩＤ）を獲得することと、
　前記ＦＦＲ方式が前記サービングセルにおいて適用される場合、前記サービングセルＩ
Ｄに関する獲得された情報から、所定のルールに従って３つの所定のダウンリンク電力レ
ベルパターンの中から、前記サービングセルに対して構成された４つの周波数パーティシ
ョンに適用されたダウンリンク電力レベルパターンを獲得することと
　を行うように構成されており、
　前記獲得されたダウンリンク電力レベルパターンは、前記ＣｏＭＰセットの隣接するセ
ルのダウンリンク電力レベルパターンとは異なり、
　前記送信機は、選択されたＰＭＩを前記サービングセルに伝送するように構成され、前
記ＭＳが前記ＣｏＭＰセットの前記情報に基づいて前記ＣｏＭＰ動作を行う場合、前記選
択されたＰＭＩは、前記サービングセルに対して前記ＣｏＭＰ動作を行う前記ＣｏＭＰセ
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ットの前記隣接するセルの最も小さい干渉または最も大きい干渉として機能する、ＭＳ。
【請求項１１】
　前記４つの周波数パーティションは、少なくとも１つのブースティングされた周波数パ
ーティションと、少なくとも１つのノン－ブースティングされた周波数パーティションと
を含む、請求項１０に記載のＭＳ。
【請求項１２】
　前記４つの周波数パーティションのインデックスのうちの前記ブースティングされた周
波数パーティションのインデックスは、１である、請求項１１に記載のＭＳ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関するもので、より詳細には、ＦＦＲ方式を利用する無
線通信システムでチャンネル状態を推定する方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　周波数再使用は、セルラーシステムで単位面積当たりのチャンネル数を増加できる方法
の一つである。電波の強さは一般に距離が遠くなるほど徐々に弱くなり、一定距離以上離
れた場所では電波間の干渉が少ないので、同一の周波数チャンネルを使用することができ
る。このような原理を利用して、同一の周波数を同時に多くの地域で使用することによっ
て加入者容量を大きく増加させることができる。このような周波数の効率的な活用を周波
数再使用という。
【０００３】
　地域を区分するための単位をセル（又はセクター）といい、通話を維持するための各セ
ル間の周波数チャンネル転換をハンドオフという。アナログセルラー移動通信方式では、
周波数再使用技術が必須である。周波数再使用率は、セルラーシステムでの周波数効率を
示すパラメーターの一つである。周波数再使用率は、多重セル構造で同時に同一の周波数
を使用するセル（セクター）の総数を多重セル構造全体のセル（セクター）の総数で割っ
た値である。
【０００４】
　１Ｇシステム（例えば、ＡＭＰＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｐｈｏｎｅ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ））の周波数再使用率は１より小さい。例えば、７－セル周波数再使用にお
いて、周波数再使用率は１／７である。２Ｇシステム（例えば、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）及びＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ））の周波数再使用率は１Ｇに比べて向上し
た。例えば、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓ）とＴＤＭＡが結合されたＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　
ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）での周波数再使用率は１／４～
１／３に到達し得る。２Ｇ　ＣＤＭＡシステム及び３Ｇ　ＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅ　Ｃｏｄ
ｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システムの場合、周波数再使
用率は１に到逹し得るので、スペクトルの効率を増加させ、ネットワーク配置費用が減少
する。
【０００５】
　一つのセル内の全てのセクター、そして、一つのネットワーク内の全てのセルが同一の
周波数を使用するとき、周波数再使用率１を得ることができる。しかし、周波数再使用率
が１であるシステムの場合、セル又はセクターの境界では隣接セル間の干渉が激しく、処
理量の低下が不可避であり、また、サービス不能（ｏｕｔａｇｅ）状況に直面するおそれ
がある。すなわち、セルの境界では、隣接セルからの干渉によって信号受信性能が減少す
ることを意味する。
【０００６】
　ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
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ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）ではチャンネルが副チャンネル単位で分離されているので、
副チャンネル上で信号が伝送され、３Ｇ（ＣＤＭＡ２０００又はＷＣＤＭＡ）のように全
てのチャンネルを使用しない。このような特徴を利用して、セルの中央に位置するユーザ
ーとセルの境界に位置するユーザーの処理量を同時に向上させることができる。
【０００７】
　具体的に、セルの中央領域は、基地局から近いことから、隣接したセルからの共同－チ
ャンネル干渉（ｃｏ－ｃｈａｎｎｅｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）に対して安全な方で
ある。したがって、セルの中央に位置する内部ユーザーは、使用可能な全ての副チャンネ
ルを使用することができる。しかし、セルの境界に位置するユーザーは、使用可能な全て
の副チャンネルのうち一部のみを使用することができる。互いに隣接したセル境界では、
各セルが互いに異なる副チャンネルを使用するように周波数を割り当てる。このような方
式を部分周波数再使用（ＦＦＲ：Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓ
ｅ）という。全体の副搬送波を多数の周波数パーティションに直交分割し、これら周波数
パーティションを適宜配置し、各セルで一部の周波数パーティションを使用しないか、こ
れを低いパワーで使用することによって隣接セル間の共同チャンネル干渉を緩和すること
ができる。
【０００８】
　最近、広帯域無線移動通信技術として多重入出力（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ：ＭＩＭＯ）システムが脚光を浴びている。ＭＩＭＯシス
テムは、多数のアンテナを使用してデータの通信効率を高めるシステムをいう。ＭＩＭＯ
システムは、同一データ伝送の可否によって空間多重化技法と空間ダイバーシティ技法な
どのＭＩＭＯ方式を利用して具現することができる。
【０００９】
　空間多重化技法は、多数の送信アンテナを介して互いに異なるデータを同時に伝送する
ことによって、システムの帯域幅を増加せずにも高速でデータを伝送できる方式をいう。
空間ダイバーシティ技法は、多数の送信アンテナで同一のデータを伝送し、送信ダイバー
シティを得ることのできる方式をいう。このような空間ダイバーシティ技法の一例として
は、時空間チャンネルコーディング（Ｓｐａｃｅ　Ｔｉｍｅ　Ｃｈａｎｎｅｌ　ｃｏｄｉ
ｎｇ）がある。
【００１０】
　また、ＭＩＭＯ技術は、受信側から送信側へのチャンネル情報のフィードバック可否に
よって開ループ方式と閉ループ方式に区分することができる。開ループ方式には、送信端
から情報を並列に伝送し、受信端ではＺＦ（Ｚｅｒｏ　Ｆｏｒｃｉｎｇ）、ＭＭＳＥ（Ｍ
ｉｎｉｍｕｍ　Ｍｅａｎ　Ｓｑｕａｒｅ　Ｅｒｒｏｒ）方式を繰り返して使用して信号を
検出し、送信アンテナの数だけ情報量を増加できるブラスト（ＢＬＡＳＴ）、及び新しい
空間領域を利用して伝送ダイバーシティと符号化利得を得ることのできるＳＴＴＣ（Ｓｐ
ａｃｅ－Ｔｉｍｅ　Ｔｒｅｌｌｉｓ　Ｃｏｄｅ）方式などがある。そして、閉ループ方式
にはＴｘＡＡ（Ｔｒａｎｓｍｉｔ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ａｒｒａｙ）方式などがある。
【００１１】
　無線チャンネル環境では、時間領域及び周波数領域上でチャンネル状態が不規則に変わ
るフェーディング現象が発生する。したがって、受信機は、送信機から伝送されたデータ
を復元し、正しい信号を検出するために、チャンネル情報を利用して受信信号を補正する
。無線通信システムは、送信機と受信機の両方が知っている信号を伝送し、前記信号がチ
ャンネルを介して伝送されるときの歪曲程度を利用してチャンネル情報を検出するが、前
記信号を参照信号（又はパイロット信号）といい、チャンネル情報を検出することをチャ
ンネル推定という。参照信号は、実際にデータを含まず、高い出力を有する。そして、多
重アンテナを使用してデータを送受信する場合は各送信アンテナと受信アンテナとの間の
チャンネル状況を知るべきであるので、各送信アンテナ別に参照信号が存在する。
【００１２】
　協力マルチポイント（Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｍｕｌｔｉ－Ｐｏｉｎｔ：ＣｏＭＰ）
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システム（以下、ＣｏＭＰシステムという）は、多重セル環境でのセル間干渉を減少させ
、セル境界での端末の性能を改善するために提案されたものである。すなわち、ＣｏＭＰ
システムを利用すると、多重セル環境下でセル境界での端末の通信性能を向上させること
ができる。このためには、多重基地局からの参照信号に基づいた正確なチャンネル推定が
必要である。ＣｏＭＰシステムを利用すると、端末は、多重セルの基地局から共同でデー
タのサポートを受けることができる。このとき、各基地局は、システムの性能を向上させ
るために、同一の周波数資源を利用して一つ以上の端末（ＭＳ１、ＭＳ２、…、ＭＳＫ）
を同時にサポートすることができる。また、基地局は、基地局と端末との間のチャンネル
状態情報に基づいて空間分割多重接続（Ｓｐａｃｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＳＤＭＡ）方法を行うことができる。
【００１３】
　ＣｏＭＰシステムでのサービング基地局及び一つ以上の協力基地局は、バックボーン網
を介してスケジューラに連結される。スケジューラは、バックボーン網を介して各基地局
（ＢＳ１、ＢＳ２、…、ＢＳＭ）が測定した各端末（ＭＳ１、ＭＳ２、…、ＭＳＫ）と協
力基地局との間のチャンネル状態に関するチャンネル情報のフィードバックを受けて動作
することができる。例えば、スケジューラは、サービング基地局及び一つ以上の協力基地
局に対して協力的ＭＩＭＯ動作のための情報をスケジューリングする。すなわち、スケジ
ューラから各基地局に協力的ＭＩＭＯ動作に対する指示を直接行うようになる。
【００１４】
　図１は、既存のイントラ基地局（ｉｎｔｒａ　ｅＮＢ）とインター基地局（ｉｎｔｅｒ
ｅ　ＮＢ）のＣｏＭＰを概念的に示した図である。
【００１５】
　図１を参照すると、多重セル環境でイントラ基地局１１０、１２０及びインター基地局
１３０が存在する。ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）でのイントラ基
地局は、いくつかのセル（又はセクター）で構成されている。特定端末が属した基地局に
属した各セルは、特定端末とイントラ基地局１１０、１２０の関係にある。すなわち、端
末が属したセルのような基地局を共有する各セルはイントラ基地局１１０、１２０に該当
するセルであって、他の基地局に属した各セルはインター基地局１３０に該当するセルで
ある。このように、特定端末と同一の基地局を基盤としている各セルは、ｘ２インターフ
ェースなどを介して情報（例えば、データ、チャンネル状態情報）を取り交わすが、他の
基地局を基盤としている各セルは、バックホール１４０などを介してセル間情報を取り交
わすことができる。
【００１６】
　図１に示すように、単一セル内に位置する単一セルＭＩＭＯユーザー１５０は、一つの
セル（セクター）で一つのサービング基地局と通信し、セル境界に位置した多重セルＭＩ
ＭＯユーザー１６０は、多重セル（セクター）で多数のサービング基地局と通信すること
ができる。
【００１７】
　上述したように、端末は、多重セル環境で各基地局（又はセル）間で協力的に動作する
ＣｏＭＰ動作を行う。しかし、多重セル環境下でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行
う場合、セル境界の端末の性能を向上させるための隣接セルの干渉を効率的に推定する方
法が未だに提案されていない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　本発明で達成しようとする技術的課題は、部分周波数再使用（ＦＦＲ：Ｆｒａｃｔｉｏ
ｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ）方式を利用する無線通信システムでチャンネ
ル状態を推定する方法を提供することにある。
【００１９】
　本発明で達成しようとする他の技術的課題は、ＦＦＲ方式を利用する無線通信システム
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でチャンネル状態を推定する端末装置を提供することにある。
【００２０】
　本発明で達成しようとする各技術的課題は、前記技術的課題に制限されず、言及してい
ない他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者
に明確に理解されるだろう。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　前記の技術的課題を達成するための本発明に係るチャンネル状態推定方法は、端末がサ
ービングセル及び一つ以上の隣接セルからセルＩＤ（Ｉｄｅｎｔｉｆｅｒ）情報を獲得す
ること；前記の獲得したセルＩＤ別に対応するＦＦＲ方式が適用される一つ以上の周波数
パーティションに対して予め設定された電力レベルパターン情報を獲得すること；及び前
記の獲得した電力レベルパターン情報を利用して前記サービングセルに対してチャンネル
状態を推定することを含むことができる。
【００２２】
　また、前記サービングセルから前記サービングセルの電力ブースティングが行われた周
波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を受信することをさらに含み、
このとき、前記チャンネル状態を推定するためには、前記の獲得した電力レベルパターン
情報及び前記の受信したサービングセルの電力ブースティングが行われた周波数パーティ
ションに対するブースティング電力レベル値を利用して前記サービングセル及び／又は一
つ以上の隣接セルに対してチャンネル状態を推定することができる。
【００２３】
　また、前記一つ以上の隣接セルから前記一つ以上の隣接セルの電力ブースティングが行
われた周波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を受信することをさら
に含み、このとき、前記チャンネル状態を推定するためには、前記の獲得した電力レベル
パターン情報及び前記の受信した一つ以上の隣接セルの電力ブースティングが行われた周
波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を利用して前記一つ以上の隣接
セルのチャンネル状態を推定することができる。
【００２４】
　また、前記の推定されたチャンネル状態に基づいて生成されたチャンネル状態情報を前
記サービングセルにフィードバックすることをさらに含むことができる。
【００２５】
　前記他の技術的課題を解決するための本発明に係る端末装置は、サービングセル及び一
つ以上の隣接セルからセルＩＤ情報を獲得するセルＩＤ獲得モジュール；前記の獲得した
セルＩＤ別に対応するＦＦＲ方式が適用される一つ以上の周波数パーティションに対して
予め設定された電力レベルパターン情報を獲得する電力レベルパターン情報獲得モジュー
ル；及び前記の獲得した電力レベルパターン情報を利用して前記サービングセルに対して
チャンネル状態を推定するチャンネル状態推定モジュールを備えることができる。
【００２６】
　また、前記サービングセルから前記サービングセルの電力ブースティングが行われた周
波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を受信するサービングセルのブ
ースティング電力レベル値受信モジュールをさらに備えることができ、このとき、チャン
ネル状態推定モジュールは、前記の獲得した電力レベルパターン情報及び前記の受信した
サービングセルの電力ブースティングが行われた周波数パーティションに対するブーステ
ィング電力レベル値を利用して前記サービングセル及び／又は前記一つ以上の隣接セルに
対してチャンネル状態を推定することができる。
【００２７】
　また、前記一つ以上の隣接セルから前記一つ以上の隣接セルの電力ブースティングが行
われた周波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を受信する隣接セルの
ブースティング電力レベル値受信モジュールをさらに備えることができ、このとき、チャ
ンネル状態推定モジュールは、前記の獲得した電力レベルパターン情報及び前記の受信し
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た隣接セルの電力ブースティングが行われた周波数パーティションに対するブースティン
グ電力レベル値を利用して前記一つ以上の隣接セルのチャンネル状態を推定することがで
きる。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
部分周波数再使用（ＦＦＲ：Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ）
方式を利用する無線通信システムでチャンネル状態を推定する方法において、
端末がサービングセル及び一つ以上の隣接セルからセルＩＤ情報を獲得すること；
前記の獲得したセルＩＤ別に対応するＦＦＲ方式が適用される一つ以上の周波数パーティ
ションに対して予め設定された電力レベルパターン情報を獲得すること；及び
前記の獲得した電力レベルパターン情報を利用して前記サービングセルに対してチャンネ
ル状態を推定することを含む、チャンネル状態推定方法。
（項目２）
前記サービングセルから前記サービングセルの電力ブースティングが行われた周波数パー
ティションに対するブースティング電力レベル値を受信することをさらに含み、
前記チャンネル状態を推定することは、前記の獲得した電力レベルパターン情報及び前記
の受信したサービングセルの電力ブースティングが行われた周波数パーティションに対す
るブースティング電力レベル値を利用して前記サービングセル及び／又は前記一つ以上の
隣接セルに対してチャンネル状態を推定することを特徴とする、項目１に記載のチャンネ
ル状態推定方法。
（項目３）
前記一つ以上の隣接セルから前記一つ以上の隣接セルの電力ブースティングが行われた周
波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を受信することをさらに含み、
前記チャンネル状態を推定することは、前記の獲得した電力レベルパターン情報及び前記
の受信した一つ以上の隣接セルの電力ブースティングが行われた周波数パーティションに
対するブースティング電力レベル値を利用して前記一つ以上の隣接セルのチャンネル状態
を推定することを特徴とする、項目１に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目４）
前記の推定されたチャンネル状態に基づいて生成されたチャンネル状態情報を前記サービ
ングセルにフィードバックすることをさらに含む、項目１に記載のチャンネル状態推定方
法。
（項目５）
前記の予め設定された電力レベルパターン情報は、前記ＦＦＲ方式が適用される一つ以上
の周波数パーティションのうちブースティング又はノン－ブースティングに設定された周
波数パーティションを指示する情報を含む、項目１に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目６）
前記ブースティング又はノン－ブースティングに設定された周波数パーティションはイン
デックスで表示される、項目５に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目７）
前記の予め設定された電力レベルパターンは、前記サービングセル及び前記一つ以上の隣
接セルのセルＩＤ関数値によって決定される、項目１に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目８）
前記セルＩＤ関数値は、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　１／部分周波数再使用率）の値に
よって決定される、項目７に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目９）
前記セルＩＤ情報は、物理セルＩＤ情報及びグローバルセルＩＤ情報のうち一つに該当す
る、項目１に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目１０）
前記一つ以上の隣接セルのブースティングされた周波数パーティションのブースティング
電力レベル値は、前記サービングセルのブースティングされた周波数パーティションのブ
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ースティング電力レベル値と異なるように設定される、項目３に記載のチャンネル状態推
定方法。
（項目１１）
前記サービングセルのブースティングされた周波数パーティションのブースティング電力
レベル値は量子化された値である、項目２に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目１２）
前記一つ以上の隣接セルのブースティングされた周波数パーティションのブースティング
電力レベル値は量子化された値である、項目３に記載のチャンネル状態推定方法。
（項目１３）
部分周波数再使用（ＦＦＲ：Ｆｒａｃｔｉｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｒｅｕｓｅ）
方式を利用する無線通信システムでチャンネル状態を推定する端末装置において、
サービングセル及び一つ以上の隣接セルからセルＩＤ情報を獲得するセルＩＤ獲得モジュ
ール；
前記の獲得したセルＩＤ別に対応するＦＦＲ方式が適用される一つ以上の周波数パーティ
ションに対して予め設定された電力レベルパターン情報を獲得する電力レベルパターン情
報獲得モジュール；及び
前記の獲得した電力レベルパターン情報を利用して前記サービングセルに対してチャンネ
ル状態を推定するチャンネル状態推定モジュールを含む、端末装置。
（項目１４）
前記サービングセルから前記サービングセルの電力ブースティングが行われた周波数パー
ティションに対するブースティング電力レベル値を受信するサービングセルのブースティ
ング電力レベル値受信モジュールをさらに含み、
前記チャンネル状態推定モジュールは、前記の獲得した電力レベルパターン情報及び前記
の受信したサービングセルの電力ブースティングが行われた周波数パーティションに対す
るブースティング電力レベル値を利用して前記サービングセル及び／又は前記一つ以上の
隣接セルに対してチャンネル状態を推定することを特徴とする、項目１３に記載の端末装
置。
（項目１５）
前記一つ以上の隣接セルから前記一つ以上の隣接セルの電力ブースティングが行われた周
波数パーティションに対するブースティング電力レベル値を受信する隣接セルのブーステ
ィング電力レベル値受信モジュールをさらに含み、
前記チャンネル状態推定モジュールは、前記の獲得した電力レベルパターン情報及び前記
の受信した隣接セルの電力ブースティングが行われた周波数パーティションに対するブー
スティング電力レベル値を利用して前記一つ以上の隣接セルのチャンネル状態を推定する
ことを特徴とする、項目１３に記載の端末装置。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によると、ＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う各セルに対して端末が正確
かつ効率的にチャンネル状態を推定することができる。
【００２９】
　本発明で得られる効果は、以上言及した各効果に制限されず、言及していない他の効果
は、下記の記載から本発明の属する技術分野で通常の知識を有する者に明確に理解される
だろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】既存のイントラ基地局（ｉｎｔｒａ　ｅＮＢ）とインター基地局（ｉｎｔｅｒ　
ｅＮＢ）のＣｏＭＰを概念的に示した図である。
【図２】移動通信システムの一例である３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａ
ｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ）システムに利用される各物理チャンネル及びこれらを利用した一般的な信号伝送方法
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を説明するための図である。
【図３】多重セル環境で特定端末がセル内の位置によって一つ以上の基地局からサービス
を受ける一例を示した図である。
【図４】多重セル環境でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う場合に適用可能なハー
ドＦＦＲの構成例を示した図である。
【図５】多重セル環境でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う場合に適用可能なソフ
トＦＦＲ構成の一例を示した図である。
【図６】多重セル環境でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う場合に適用可能なソフ
トＦＦＲ構成の他の例を示した図である。
【図７】移動通信システムの一例である３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムで周波数分割デュプレ
ックス（ＦＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）形態のダウン
リンクフレーム構造の一例を示した図である。
【図８】本発明に係る端末装置の好適な構成の実施例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明に係る好適な実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。添付の図
面と共に以下で開示する詳細な説明は、本発明の例示的な実施形態を説明するためのもの
であって、本発明が実施され得る唯一の実施形態を示すためのものではない。以下の詳細
な説明は、本発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、当業
者であれば、本発明をこのような具体的な細部事項がなくても実施可能であることを知る
ことができる。例えば、以下の詳細な説明は、移動通信システムが３ＧＰＰ　ＬＴＥシス
テムである場合を仮定して具体的に説明するが、３ＧＰＰ　ＬＴＥの特有の事項を除いて
は、他の任意の移動通信システムにも適用可能である。
【００３２】
　いくつかの場合、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置
を省略したり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示すること
ができる。また、本明細書全体にわたって同一の構成要素については同一の図面符号を使
用して説明する。
【００３３】
　併せて、以下の説明において、端末（又はユーザー機器）は、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕ
ｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）などのような移動又は固定型の
ユーザー端機器を総称するものと仮定する。また、基地局は、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮｏｄｅ
　Ｂ、Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎなどのような端末と通信するネットワーク端の任意のノ
ードを総称するものと仮定する。
【００３４】
　移動通信システムでは、端末が基地局からダウンリンクを通して情報を受信することが
でき、また、端末は、アップリンクを通して情報を伝送することができる。端末が伝送又
は受信する情報としては、データ及び多様な制御情報があり、端末が伝送又は受信する情
報の種類及び用途によって多様な物理チャンネルが存在する。
【００３５】
　図２は、移動通信システムの一例である３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐ
ａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ）システムに利用される各物理チャンネル及びこれらを利用した一般的な信号伝送方
法を説明するための図である。
【００３６】
　図２に示すように、電源がオフになってから再びオンになるか、新しくセルに進入した
端末は、段階Ｓ２０１で基地局に同期を合わせるなどの初期セル探索作業を行う。このた
めに、端末は、基地局から主同期チャンネル（Ｐ－ＳＣＨ：Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈ
ｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及び副同期チャンネル（Ｓ－ＳＣＨ：Ｓｅｃｏ
ｎｄａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を受信することによっ
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て基地局に同期を合わせ、セルＩＤなどの情報を獲得することができる。その後、端末は
、基地局から物理放送チャンネルを受信することによってセル内の放送情報を獲得するこ
とができる。一方、端末は、初期セル探索段階でダウンリンク参照信号（ＤＬＲＳ：Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を受信することによってダウンリン
クチャンネル状態を確認することができる。
【００３７】
　初期セル探索を終了した端末は、段階Ｓ２０２で物理ダウンリンク制御チャンネル（Ｐ
ＤＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）及
び前記物理ダウンリンク制御チャンネル情報に対応する物理ダウンリンク共有チャンネル
（ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）を受信することによって、より具体的なシステム情報を獲得することができる。
【００３８】
　一方、基地局に最初に接続したり、信号伝送のための無線資源がない場合、端末は、基
地局に段階Ｓ２０３～段階Ｓ２０６のような任意接続過程を行うことができる。このため
に、端末は、物理任意接続チャンネル（ＰＲＡＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎｄｏｍ　
Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して特定シーケンスをプリアンブルとして伝送し（
Ｓ２０３）、ＰＤＣＣＨ及びこれに対応するＰＤＳＣＨを介して前記任意接続に対する応
答メッセージを受信することができる（Ｓ２０４）。ハンドオーバーの場合を除いた競争
基盤の任意接続の場合、端末は、追加的なＰＲＡＣＨの伝送（Ｓ２０５）及びＰＤＣＣＨ
／ＰＤＳＣＨ受信（Ｓ２０６）のような衝突解決手順（Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｒｅｓｏ
ｌｕｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を行うことができる。
【００３９】
　上述した手順を行った端末は、その後、一般的なアップリンク／ダウンリンク信号伝送
手順としてＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨ受信（Ｓ２０７）及び物理アップリンク共有チャンネ
ル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）／
物理アップリンク制御チャンネル（ＰＵＣＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）伝送（Ｓ２０８）を行うことができる。このとき、端末が
アップリンクを通して基地局に伝送したり、又は端末が基地局から受信する制御情報には
、ダウンリンク／アップリンクＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号、ＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）／ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄ
ｅｘ）／ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）などがある。３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒ
ｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムの場合、端末が上述したＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩなどの
制御情報をＰＵＳＣＨ及び／又はＰＵＣＣＨを介して伝送することができる。
【００４０】
　本発明で使用される基地局という用語は、地域的な概念で使用される場合、セル又はセ
クターと称することができる。サービング基地局（又はセル）は、端末に既存の主要サー
ビスを提供する基地局と見ることができ、協力多重伝送ポイント（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅ
ｄ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ）上での制御情報の送受
信を行うことができる。このような意味で、サービング基地局（又はセル）は、アンカー
基地局（又はセル）と称することができる。同様に、隣接基地局は、地域的な概念で使用
される隣接セルと称することができる。また、セル又はセクターは、ＦＦＲを運用する基
本的なネットワーク要素を称するためのもので、ＦＦＲを運用してセル境界の端末にサー
ビスを提供するという観点で、これらは互いに混用して称することができる。
【００４１】
　多重セル環境下でＣｏＭＰ方式を利用すると、セル境界の端末の通信性能を改善するこ
とができる。このようなＣｏＭＰ方式は、データ共有を通した協力的ＭＩＭＯ形態のジョ
イントプロセッシング（ＪＰ：Ｊｏｉｎｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）と、ワーストコンパ
ニオン（ｗｏｒｓｔ　ｃｏｍｐａｎｉｏｎ）、ベストコンパニオン（ｂｅｓｔ　ｃｏｍｐ
ａｎｉｏｎ）のようなセル間干渉を減少させるための協力スケジューリング／ビームフォ



(11) JP 5774583 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

ーミング（ＣＳ／ＣＢ：Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ／Ｂｅａｍｆｏ
ｒｍｉｎｇ）方式などがある。ここで、ワーストコンパニオン方式は、端末がＣｏＭＰを
行う各セルに対して最も干渉の大きいＰＭＩをサービング基地局に報告することによって
該当のセルがそれに該当するＰＭＩを除いた次善のＰＭＩを使用する干渉除去方法である
。ベストコンパニオン方式は、端末がＣｏＭＰを行う各セルに対して最も干渉の少ないＰ
ＭＩを報告することによって該当のセルがそれに該当するＰＭＩを使用するセル間干渉減
少方法である。このようなＣｏＭＰ方式は、多重セル基盤の環境でサービング基地局と隣
接基地局との間で協力的に動作を行う通信方式を含む意味として使用することができる。
【００４２】
　多重セル環境で部分周波数再使用（ＦＦＲ）を適用するために、各基地局は、副チャン
ネル上で互いに異なる周波数帯域（又は周波数パーティション）を使用することができる
。しかし、一部のトーンは全てのセクターによって使用されるので、周波数再使用率が１
である。一方、他のトーンは各セクターによって１／３のみが使用されるので、周波数再
使用率が１／３である。このような周波数再使用率は、ネットワーク設定にしたがって多
様に設定することができる。また、ＦＦＲ方式としては、ハードＦＦＲ方式及びソフトＦ
ＦＲ方式がある。ハードＦＦＲ方式では一部のトーンが全く使用されない。一方、ソフト
ＦＦＲ方式では、一部のトーンは低い電力で使用される。このように、ＦＦＲは、設定に
したがって多様に構成することができ、多重セル間の干渉を効果的に減少させる方案にな
り得る。したがって、ＦＦＲを実際の応用で効果的に運用するためには、ＦＦＲの構成に
関する情報が各基地局及び／又は各端末の間で共有されなければならない。
【００４３】
　特に、ソフトＦＦＲ方式の場合、端末が多重セルから受信した信号に基づいたＣＱＩ（
ｃｈａｎｎｅｌ　ｑｕａｌｉｔｙ　ｉｎｄｅｘ）を測定するにおいて各周波数帯域（又は
周波数パーティション）の伝送電力を知っていなければならない。すなわち、多重セル基
盤下でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ（特に協力スケジューリング方式（Ｃｏｏｄｉｎａ
ｔｅｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ））動作を効率的に行うためには、隣接セルの干渉レベル
などの情報を推定する必要がある。
【００４４】
　セル境界に位置した各ユーザーの場合、隣接したセルからの干渉によって信号の受信性
能が減少する。多重セル基盤のＦＦＲは、このような隣接セルによる干渉を減少させるこ
とによってセル境界の端末の性能を向上させることができる。このような多重セル基盤の
ＦＦＲは、ＣｏＭＰシステムにおいて協力スケジューリング／ビームフォーミング（ＣＳ
／ＣＢ：ｃｏｏｒｄｉｎａｔｅｄ　ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ／ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）の
一つの範疇として考慮することができる。
【００４５】
　多重セル基盤のＦＦＲ方式を利用する環境下で、ＦＦＲを行う各セルが特定周波数帯域
をブースティング又はノン－ブースティングすることによって、特定周波数帯域を使用す
るセル境界端末に及ぶセル間干渉を減少させることができる。
【００４６】
　図３は、多重セル環境で特定端末がセル内の位置によって一つ以上の基地局からサービ
スを受ける一例を示した図である。
【００４７】
　図３を参照すると、端末ａは、セルＡの境界に属した端末としてセルＡからサービスを
受けるが、セルＢの境界にも属しているためセルＢの影響を受けるようになる。同様に、
端末ｂは、セルＢの境界に属した端末としてセルＢからサービスを受けるが、セルＡの境
界にも属しているためセルＡの影響を受けるようになる。また、端末ｃ１は、セルＣの境
界に属した端末としてセルＣからサービスを受けるが、セルＢの境界にも属しているため
セルＢの影響を受けるようになる。端末ｃ２は、セルＣの境界に属した端末としてセルＣ
からサービスを受けるが、他のセル（図示せず）の境界にも属しているため隣接セルの影
響を受けるようになる。端末ｄは、セルＤの境界に属した端末としてセルＤからサービス
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を受けるが、セルＢ及びセルＣの境界にも属しているためセルＢ及びセルＣの影響を受け
るようになる。
【００４８】
　すなわち、端末ａ、ｂ、ｃ１、ｃ２及びｄは、少なくとも２個のセルの境界に属した端
末として隣接セルによって同時に影響を受ける。したがって、隣接セルによる共同－チャ
ンネル干渉（ｃｏ－ｃｈａｎｎｅｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）により、受信したサー
ビスのデータ処理量が減少するようになる。一方、内部ユーザーは、隣接セルによって影
響を受けない。
【００４９】
　図４は、多重セル環境でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う場合に適用可能なハ
ードＦＦＲの構成例を示した図である。
【００５０】
　図４を参照すると、セルが使用可能な総周波数資源は、ＦＦＲ適用と関連して様々な基
準で区分／分類することができる。まず、各セルが使用可能な総周波数帯域（又はパーテ
ィション）は大きく二つの領域に区分することができる。第一の領域は、隣接セルとの境
界に位置した境界ユーザー（境界端末）のための周波数帯域で、第二の領域は、セルの内
部ユーザー（内部端末）のための周波数帯域である。
【００５１】
　ＦＦＲ方式で、境界ユーザーのための周波数帯域は多数のより小さい領域に区分するこ
とができる。図４に示したＦＦＲ方式は、ＦＦＲ１／３（すなわち、ＦＦＲと関連した周
波数再使用率が１／３であることを意味する）の場合を例示している。ＦＦＲ１／３の場
合、前記境界ユーザーのための周波数資源は３つの領域に区分され、各セルは、前記３つ
の領域のうち一つの領域のみを使用して境界ユーザーにサービスを提供する。
【００５２】
　本発明で各セルが端末にサービスを提供するのに利用する周波数資源は、いくつかの周
波数資源グループに分割することができ、このとき、特定周波数資源グループは、特定周
波数帯域又は特定周波数パーティションなどと称することができる。また、前記周波数資
源グループは、ＦＦＲと関連した用途によって分類することができる。図４に示すように
、セルが使用可能な総周波数資源グループは、ＦＦＲと関連した用途によって３つの周波
数帯域に分類することができる。
【００５３】
　例えば、セルＡを基準にして説明すると、第１の周波数帯域４１０は、境界ユーザーの
ために実際に使用する周波数資源グループとして「ＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｅｄｇｅ」と称す
ることができる。第２の周波数帯域４２０、４３０は、境界ユーザーのための周波数資源
グループのうち境界ユーザーのために使用しない周波数資源グループとして「ＦＦＲ＿ｂ
ａｎｄ＿ｉｎｎｅｒ」と称することができる。第３の周波数帯域４４０は、内部ユーザー
のための周波数資源グループとして「ｉｎｎｅｒ＿ｂａｎｄ」と称することができる。
【００５４】
　また、図４に示したように、各セルは、境界ユーザーのために割り当てられた周波数資
源のうち１／３のみを使用するので、セル境界ユーザーのための周波数再使用率は１／３
である。その一方、各セルは、内部ユーザーのために割り当てられた周波数資源を全て使
用するので、内部ユーザーのための周波数再使用率は１である。
【００５５】
　図５は、多重セル環境でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う場合に適用可能なソ
フトＦＦＲの構成例を示した図である。
【００５６】
　図５を参照すると、各セルに割り当てられた総周波数資源は４つの周波数資源グループ
５１０～５４０に分けることができる。各セルでの周波数資源グループ１～周波数資源グ
ループ３は、セル境界の端末のための周波数資源として図４の４１０～４３０に対応する
。周波数資源グループ４は、各セルの内部に位置した端末のための周波数資源グループと
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して図４の４４０に対応する。また、図５に示したセルＡ～Ｃは、図４のセルＡ～Ｃに対
応する。
【００５７】
　図５で例示したソフトＦＦＲの一具現例は、基本的に図４に例示したハードＦＦＲの一
具現例と類似している。ただし、図５に例示したソフトＦＦＲは、図４のハードＦＦＲで
未使用周波数資源グループ（例えば、図４のセルＡで４２０及び４３０に該当する周波数
資源グループ）による帯域幅効率の減少を防止することができる。以下では、セルＡを例
に挙げて説明する。セルＡが使用可能な総周波数資源は４つの周波数資源グループに分け
ることができる。図５で、周波数資源グループ１～周波数資源グループ３は、セル境界の
端末のための周波数資源グループとして周波数再使用率が１／３である。したがって、セ
ルＡは、周波数資源グループ１～３のうち一つの周波数資源グループ５１０（ＦＦＲ＿ｂ
ａｎｄ＿ｅｄｇｅ領域）のみを利用してセル境界の端末にサービスを提供することができ
る。一方、残りの二つの周波数資源グループ５２０、５３０（ＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｉｎｎ
ｅｒ領域）は境界の端末のために使用しない。これと異なって、周波数資源グループ４は
、セルＡ内の端末のために割り当てられた周波数資源グループ５４０（ｉｎｎｅｒ＿ｂａ
ｎｄ領域）として周波数再使用率が１である。
【００５８】
　図４で例示したハードＦＦＲ方式とは異なって、図５でソフトＦＦＲ方式を適用したセ
ルＡは、周波数資源グループ２及び周波数資源グループ３に該当する周波数資源（ＦＦＲ
＿ｂａｎｄ＿ｉｎｎｅｒ）を追加的に利用してセルＡの内部端末にサービスを提供するこ
とができる。このために、セルＡは、周波数資源グループ２及び周波数資源グループ３に
該当する周波数資源の電力水準を低く設定することによって、セルＢ及びセルＣの境界に
位置する端末との干渉を防止することができる。
【００５９】
　このように、ソフトＦＦＲ方式では、周波数資源をグループ化し、各グループの用途な
どによって各グループの電力水準を異なるように設定することによって周波数の効率性を
向上させることができる。
【００６０】
　図５で、各セルが端末にサービスするために使用する電力レベルは、周波数資源グルー
プの用途によって３つの種類（ＰＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｅｄｇｅ≧Ｐｉｎｎｅｒ＿ｂａｎｄ
＞ＰＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｉｎｎｅｒ）に区分することができる。ここで、ＰＦＦＲ＿ｂａ
ｎｄ＿ｅｄｇｅは、セル境界に位置する端末に周波数再使用率が１／３の周波数資源グル
ープ（ＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｅｄｇｅ）を利用してサービスを提供する場合に使用すること
ができる。そして、ＰＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｉｎｎｅｒは、セルの内部に存在する端末に周
波数再使用率が１／３の周波数資源グループ（ＦＦＲ＿ｂａｎｄ＿ｉｎｎｅｒ）を利用し
てサービスを提供する場合に使用することができる。また、Ｐｉｎｎｅｒ＿ｂａｎｄは、
セルの内部に存在する周波数再使用率が１である周波数資源グループ（ｉｎｎｅｒ＿ｂａ
ｎｄ）を利用してサービスを提供する場合に使用することができる。
【００６１】
　このようなソフトＦＦＲ方式を効率的に運営するために、周波数資源グループ別に電力
レベルを設定する必要があり、基地局及び／又は端末は、周波数資源グループ別に電力レ
ベルを知っていなければならない。特に、端末が多重セル基盤でＦＦＲ方式を利用してＣ
ｏＭＰ協力スケジューリング（ＣＳ）方式を効率的に行うためには、隣接セルの干渉レベ
ルなどの情報を推定する必要がある。このために、端末が、サービングセルの周波数資源
グループ別の電力レベルだけでなく、隣接セルの周波数資源グループ別の電力レベルを知
っていると、ＣＱＩ値などを効率的に推定するにおいて望ましい。
【００６２】
　また、セル（又はセクター）内のユーザー分布によってＦＦＲを効率的に運営するため
に、ＦＦＲのために割り当てられた各周波数資源グループの帯域幅又は各周波数資源グル
ープの構成比を柔軟に調節する適応的ＦＦＲ技法を考慮することができる。このために、



(14) JP 5774583 B2 2015.9.9

10

20

30

40

50

各基地局及び／又は端末は、各周波数資源グループの帯域幅又は各周波数資源グループの
構成比と関連した情報を知っていなければならない。
【００６３】
　以下、端末が多重セル環境でＣｏＭＰのためのＦＦＲを行うために必要なＦＦＲ情報に
ついて説明する。
【００６４】
　サービング基地局は、ＣｏＭＰのためのＦＦＲを行う端末にサービングセル及び／又は
ＣｏＭＰを行う各セルでブースティングされた周波数資源グループ、ノン－ブースティン
グされた周波数資源グループを知らせることができる。このとき、サービング基地局は、
ブースティングされた周波数資源グループ及びノン－ブースティングされた周波数資源グ
ループをビットマップ形式で端末に知らせることができる。また、サービング基地局は、
各セルのブースティングされた周波数資源グループのインデックスを端末に知らせること
もできる。
【００６５】
　ＦＦＲを行う多重セルのブースティングレベル、ノン－ブースティングレベルが互いに
同一であり、各電力レベルが予め定められている場合、電力レベルは、オン－オフ形式の
バイナリコードで表現可能である。そうすると、サービング基地局は、サービングセル及
び隣接セルの周波数資源グループに対するブースティング又はノン－ブースティングのみ
を端末に知らせることができる。ＦＦＲを行う全てのセルでブースティング電力レベルが
同一である場合、この値は予め定義された特定値にもなり得る。また、各セルのブーステ
ィング電力レベルは、サービングセルのブースティング電力レベルと同じ値に設定するこ
ともできる。
【００６６】
　他の方法で、部分周波数再使用率（例えば、１／２、１／３、１／４、…、１／ｎ）に
よってブースティング電力レベル、ノン－ブースティング電力レベルによるパターンを予
め設定することができる。すなわち、ＣｏＭＰのためにＦＦＲを行う各セルに対して予め
設定された周波数再使用率によるＦＦＲブースティングレベルパターンのみを端末に知ら
せることもできる。以下では、ＦＦＲブースティングレベルパターンを例に挙げて説明す
る。
【００６７】
　図５を参照すると、ＦＦＲは、部分周波数再使用率１／３で動作している。部分周波数
再使用率１／３に該当するＦＦＲパターンとしては、３つのＦＦＲブースティングレベル
パターンが存在し得る。ＦＦＲを行う各セルは、これらのうち一つのパターンに該当する
ブースティング電力レベル、ノン－ブースティング電力レベルによって伝送電力のレベル
を決定することができる。
【００６８】
　次の表１は、部分周波数再使用率が１／３である場合の各セルに対するＦＦＲブーステ
ィングレベルパターンの例を示した表である。
【００６９】
【表１】

　表１を参照すると、１番目のＦＦＲブースティングレベルパターンは［グループ１、グ
ループ２、グループ３］＝［ブースティング、ノン－ブースティング、ノン－ブースティ
ング］に、２番目のＦＦＲブースティングレベルパターンは［グループ１、グループ２、
グループ３］＝［ノン－ブースティング、ブースティング、ノン－ブースティング］に、
３番目のＦＦＲブースティングレベルパターンは［グループ１、グループ２、グループ３
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］＝［ノン－ブースティング、ノン－ブースティング、ブースティング］にそれぞれ表現
することができる。
【００７０】
　次の表２は、部分周波数再使用率が１／４である場合の各セルに対するＦＦＲブーステ
ィングレベルパターンの例を示した表である。
【００７１】
【表２】

　表２を参照すると、部分周波数再使用率が１／４である場合は、４つのＦＦＲブーステ
ィングレベルパターンがあり得る。例えば、１番目のＦＦＲブースティングレベルパター
ンは［グループ１、グループ２、グループ３、グループ４］＝［ブースティング、ノン－
ブースティング、ノン－ブースティング、ノン－ブースティング］に、２番目のＦＦＲブ
ースティングレベルパターンは［グループ１、グループ２、グループ３、グループ４］＝
［ノン－ブースティング、ブースティング、ノン－ブースティング、ノン－ブースティン
グ］に、３番目のＦＦＲブースティングレベルパターンは［グループ１、グループ２、グ
ループ３、グループ４］＝［ノン－ブースティング、ノン－ブースティング、ブースティ
ング、ノン－ブースティング］に、４番目のＦＦＲブースティングレベルパターンは［グ
ループ１、グループ２、グループ３、グループ４］＝［ノン－ブースティング、ノン－ブ
ースティング、ノン－ブースティング、ブースティング］にそれぞれ表現することができ
る。サービングセルは、ＦＦＲを行う隣接セルに対するこのようなＦＦＲブースティング
レベルパターン情報を端末に知らせることができる。
【００７２】
　以上説明した内容である基地局が端末にＦＦＲを行う多重セルに対するブースティング
、ノン－ブースティングレベルを知らせる方法とは異なって、端末は、セルＩＤに基づい
て予め設定されたＦＦＲブースティングレベルパターンを使用することによって、基地局
から別途の指示がなくてもＦＦＲを効率的に行うことができる。すなわち、端末は、ＦＦ
Ｒを行う隣接セルのセルＩＤに基づいてＦＦＲを効率的に行うことができる。端末は、隣
接セルのセル関数値（例えば、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ（１／部分周波数再使用率）
）値によって予め設定されたＦＦＲブースティングレベルパターンを利用することによっ
て効率的にＦＦＲを行うことができる。この場合、端末は、測定過程で隣接セルのセルＩ
Ｄのみを獲得すると、基地局からの追加的な指示がなくてもＦＦＲを行うことができる。
このとき、ＦＦＲを行う多重セル間のブースティング、ノン－ブースティングレベルは同
一の電力レベルを有することができる。
【００７３】
　例えば、部分周波数再使用率１／３で動作するＦＦＲシステムを仮定すると、端末は、
隣接セルの（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）の値に基づいて予め定義されたＦＦＲブー
スティングレベルパターンによってＦＦＲを行うことができる。前記表１を参照すると、
（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝０であるとき、セルＡのＦＦＲブースティングレベ
ルパターン＝［ブースティング、ノン－ブースティング、ノン－ブースティング］に定義
することができ、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝１であるとき、セルＢのＦＦＲブ
ースティングレベルパターン＝［ノン－ブースティング、ブースティング、ノン－ブース
ティング］に定義することができる。これと同様に、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）
＝２であるとき、セルＣのＦＦＲブースティングレベルパターン＝［ノン－ブースティン
グ、ノン－ブースティング、ブースティング］に定義することができる。このように、端
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末は、基地局から予め定義されたセルＩＤによるＦＦＲブースティングレベルパターンに
対する情報のみを知っていると、セルＩＤのみを利用して効率的にＦＦＲを行うことがで
きる。
【００７４】
　上述したように、各端末は、セルＩＤに基づいて予め定められた電力レベルパターンを
利用するにおいて、各物理周波数領域に該当するブースティング、ノン－ブースティング
レベルが決定されたパターンによってＦＦＲを行うことができる。
【００７５】
　また、この方法の他に、各端末が使用するブースティングレベルを有する物理周波数領
域をＦＦＲグループ１と指定し、これを基準にした予め定められた電力レベルパターンに
よってＦＦＲを行うこともできる。すなわち、端末は、予め区分された固有の周波数領域
（例えば、図５で、グループ１、グループ２、グループ３の順に予めＦＦＲのための物理
周波数領域が区分される場合）でＦＦＲを行うのではなく、ブースティングされた周波数
領域を基準にして周波数グループ１を選択する。この場合も、各端末は、セルＩＤに基づ
いてブースティングされた周波数領域を基準にして予め定義された電力レベルパターンを
利用してＦＦＲを行う。
【００７６】
　図５を例に挙げて説明すると、上述したセルＩＤに基づいて形成された電力レベルパタ
ーンを利用する場合、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝０であるとき、セルＡのＦＦ
Ｒパターンは［グループ１（５１０）：ブースティング、グループ２（５２０）：ノン－
ブースティング、グループ３（５３０）：ノン－ブースティング］に定義され、（セルＩ
Ｄ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝１であるとき、セルＢのＦＦＲパターンは［グループ１（５
１０）：ノン－ブースティング、グループ２（５２０）：ブースティング、グループ３（
５３０）：ノン－ブースティング］に定義される。同様に、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ
　３）＝２であるとき、セルＣのＦＦＲパターンは［グループ１（５１０）：ノン－ブー
スティング、グループ２（５２０）：ノン－ブースティング、グループ３（５３０）：ブ
ースティング］に定義される。
【００７７】
　しかし、ブースティングレベルを有する周波数領域をＦＦＲグループ１と指定する場合
、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝０であるとき、セルＡのＦＦＲパターンは［グル
ープ１（５１０）：ブースティング、グループ２（５２０）：ノン－ブースティング、グ
ループ３（５３０）：ノン－ブースティング］又は［グループ１（５１０）：ブースティ
ング、グループ３（５２０）：ノン－ブースティング、グループ２（５３０）：ノン－ブ
ースティング］に定義され、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝１であるとき、セルＢ
のＦＦＲパターンは［グループ２（５１０）：ノン－ブースティング、グループ１（５２
０）：ブースティング、グループ３（５３０）：ノン－ブースティング］又は［グループ
３（５１０）：ノン－ブースティング、グループ１（５２０）：ブースティング、グルー
プ２（５３０）：ノン－ブースティング］に定義される。
【００７８】
　同様に、（セルＩＤ　ｍｏｄｕｌｕｓ　３）＝２であるとき、セルＣのＦＦＲパターン
は［グループ２（５１０）：ノン－ブースティング、グループ３（５２０）：ノン－ブー
スティング、グループ１（５３０）：ブースティング］又は［グループ３（５１０）：ノ
ン－ブースティング、グループ２（５２０）：ノン－ブースティング、グループ１（５３
０）：ブースティング］に定義することができる。
【００７９】
　すなわち、各セル別に電力ブースティングが行われた物理周波数領域を同一のグループ
（例えば、グループ１）にインデクシングすることによって、同一の物理周波数領域に対
するグループインデクシングが各セル別に変わり得る。各セル別に電力ブースティングが
行われた物理周波数領域をグループ１と指定し、残りの物理周波数領域に対してグループ
２、グループ３にインデクシングすることによって構成した新しいパターンのＦＦＲ情報
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は、基地局が各端末に知らせたり、又は、予め設定された情報として、シグナリングがな
くても端末が予め知っている場合がある。
【００８０】
　このように、電力ブースティングが行われた周波数領域をグループ１と指定したことに
基づいて、各端末は、セルＩＤによって予め定められたパターンを利用してＦＦＲを行う
ことができる。これについては、図６を参考にして詳細に説明する。
【００８１】
　図６は、多重セル環境でＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作を行う場合に適用可能なソ
フトＦＦＲの構成例を示した図である。
【００８２】
　図５では、各セルのＦＦＲ周波数領域を物理的に整列された領域で構成することができ
る。すなわち、図５では、各セルの同一の物理周波数領域が同一のインデクシング（例え
ば、６１０領域：グループ１、６２０領域：グループ２、６３０領域：グループ３）に表
現される。
【００８３】
　しかし、図６では、各セルの物理周波数領域とこれに該当するインデクシングが異なり
得る。すなわち、セルＡの６１０に該当する物理周波数領域をブースティングレベルを有
するグループ１に、セルＢの６１０に該当する物理周波数領域をノン－ブースティングレ
ベルを有するグループ３に、セルＣの６１０に該当する物理周波数領域をグループ２にそ
れぞれ示すことができる。
【００８４】
　これと同様に、セルＡの６２０領域をグループ２に、セルＢの６２０領域をグループ１
に、セルＣの６２０領域をグループ３にそれぞれ示すことができる。また、セルＡの６３
０領域をグループ３に、セルＢの６３０領域をグループ２に、セルＣの６３０領域をグル
ープ１にそれぞれ示すことができる。
【００８５】
　このように、同一の物理周波数領域に対して、各セルが互いに異なるインデクシングで
周波数領域を表現して使用することができる。
【００８６】
　以下では、端末がセルＩＤに基づいて効率的なＦＦＲを行うために、ＣｏＭＰ動作を行
う一つ以上の隣接セルからセルＩＤを獲得する過程について簡略に説明する。
【００８７】
　図７は、移動通信システムの一例である３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムでの周波数分割デュ
プレックス（ＦＤＤ：Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）形態のダ
ウンリンクフレーム構造の一例を示した図である。
【００８８】
　図７を参照すると、一つのダウンリンク無線フレームは１０個のサブフレームで構成す
ることができる。すなわち、ダウンリンク伝送に１０個のサブフレームを利用することが
できる。そして、一つのサブフレームは２個のスロットで構成することができる。一つの
スロットは、６個又は７個のＯＦＤＭ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含むことができる。具体的に、
一般の循環前置部（Ｎｏｒｍａｌ　ＣＰ）を利用する構造の場合、一つのスロットは７個
のＯＦＤＭシンボルを含むことができ、拡張された循環前置部（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ＣＰ
）を利用する構造の場合、一つのスロットは６個のＯＦＤＭシンボルを含むことができる
。
【００８９】
　主同期チャンネル（Ｐ－ＳＣＨ：Ｐｒｉｍａｒｙ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　
ＣＨａｎｎｅｌ）及び副同期チャンネル（Ｓ－ＳＣＨ：Ｓｅｃｏｎｄ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎ
ｉｚａｔｉｏｎ　ＣＨａｎｎｅｌ）は、それぞれダウンリンクサブフレームのうちｓｕｂ
ｆｒａｍｅ０の１番目のスロット及びｓｕｂｆｒａｍｅ５の１番目のスロットに割り当て
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ることができる。そして、主同期信号は、ｓｌｏｔ０及びｓｌｏｔ１０の最後のＯＦＤＭ
シンボルにマッピングすることができる。そして、副同期信号は、ｓｌｏｔ０及びｓｌｏ
ｔ１０のスロットで主同期信号がマッピングされたシンボルの直前のシンボルにマッピン
グすることができる。
【００９０】
　ＬＴＥシステムで、端末はＣｏＭＰ動作を行う隣接セルの情報を知らない場合がある。
しかし、端末は、サービング基地局から隣接セルＩＤ情報を含むセルＩＤセット情報を受
けることができる。したがって、端末は、セルＩＤセット、各セルの同期チャンネルを介
してどのセルが隣接セルであるかを区分することができる。
【００９１】
　ＬＴＥシステムには５０４個の物理セルＩＤ（ＰＣＩ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ　
Ｉｄｅｎｔｉｔｙ）が存在する。この物理セルＩＤは、１６８個のセルＩＤグループに分
けられ、各セルＩＤグループは３個のセルＩＤを有している。これを次の数学式１のよう
に示すことができる。
【００９２】
【数１】

　ここで、
【００９３】
【化１】

は物理セルＩＤの個数を示し、
【００９４】
【化２】

は物理セルＩＤグループの個数を示し、
【００９５】
【化３】

は物理セルグループＩＤ内のセルＩＤの個数を示す。
【００９６】
　端末は、各セルの主同期チャンネルを介してセルＩＤグループ内の３個のセルＩＤ情報
を得ることができ、副同期チャンネルを介して１６８個のセルＩＤグループ情報を得るこ
とができる。端末は、各セルの同期チャンネルを介したセルＩＤ情報に基づいて各セルが
隣接セルであるかどうかを判断することができる。すなわち、端末は、各隣接セルの同期
チャンネルから各隣接セルがパイロット信号伝送に利用するシーケンス情報を獲得するこ
とができる。
【００９７】
　このとき、各隣接セルの主同期チャンネル信号に利用されるシーケンス
【００９８】

【化４】

は、次の数学式２によって周波数領域でザドフ－チュー（Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ）シーケ
ンスから生成することができる。
【００９９】
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【数２】

　ここで、ザドフ－チュー（Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ）ルートシーケンスインデックスｕは
、次の表１のように与えることができる。
【０１００】

【表３】

　表３は、主同期信号（ＰＳＳ；Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓ
ｉｇｎａｌ）のための各ルートインデックスを示したもので、表３のルートインデックス
によって主同期信号のためのシーケンスを生成することができる。
【０１０１】
　また、副同期信号（ＳＳＳ；Ｓｅｃｏｎｄ　Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ　Ｓｉｇ
ｎａｌ）に利用するためのシーケンス
【０１０２】
【化５】

は、２個の３１長さのバイナリシーケンス（ｔｗｏ　ｌｅｎｇｔｈ－３１　ｂｉｎａｒｙ
　ｓｅｑｕｅｎｃｅｓ）のインターリービングされた連関（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ　ｃ
ｏｎｃａｔｅｎａｔｉｏｎ）である。連関シーケンスは、主同期信号によって所定のスク
ランブリングシーケンスとスクランブリングされる。
【０１０３】
　２個の３１長さシーケンスの組み合わせは、次の数学式３によってサブフレーム０～サ
ブフレーム５の異なる副同期信号を定義することができる。
【０１０４】
【数３】

　ここで、
【０１０５】
【化６】

で、インデックス
【０１０６】
【化７】

及び
【０１０７】
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【化８】

は、次の数学式４による物理－階層セルＩＤグループ
【０１０８】
【化９】

から算出することができる。
【０１０９】
【数４】

　端末がセルＩＤに基づいて予め設定されたＦＦＲブースティングレベルパターンを利用
して効率的にＦＦＲを行う場合、セルＩＤは、物理セルＩＤ又はグローバルセルＩＤであ
るか、物理セルＩＤ及びグローバルＩＤであり得る。
【０１１０】
　また、多重セル環境で、ＦＦＲを行う多重セルに対するブースティング電力レベル、ノ
ン－ブースティング電力レベルをそれぞれ異なるように設定することもできる。各セルに
対するブースティング電力レベル、ノン－ブースティング電力レベルを量子化された電力
レベルに関する各値として予め定義することができる。サービング基地局は、ブースティ
ング電力レベル、ノン－ブースティング電力レベルの量子化された電力レベルに該当する
インデックスを端末に知らせることができる。
【０１１１】
　サービング基地局は、各周波数資源グループに該当する量子化された電力レベルをビッ
トマップ形式で端末に知らせることができる。また、サービング基地局は、各セルの量子
化された電力レベルだけでなく、ブースティングされた周波数資源グループのインデック
スを共に端末に知らせることもできる。例えば、周波数資源に対する電力レベルをＰ０～
Ｐ９のレベルに表示し、３個のセルが３個の周波数資源グループに対してＦＦＲを行うと
仮定する場合、次の表３のようなビットマップ形式で示すことができる。
【０１１２】
【表４】

　上述した内容のように、端末がサービング基地局からＦＦＲ情報を獲得し、隣接セルの
干渉レベルを効率的に推定することによって、セル境界のユーザーの通信性能が改善され
る。
【０１１３】
　以上、サービング基地局が端末に知らせるＦＦＲ情報の内容について説明した。サービ
ング基地局がこのようなＦＦＲ情報を端末に知らせる方法は、ＣｏＭＰセットを構成する
方法によって２つの場合に分けることができる。したがって、ＣｏＭＰ動作を行う無線通
信システムでＣｏＭＰセットを構成する方法について説明する必要がある。
【０１１４】
　ＣｏＭＰ動作を効率的に行うために、端末がどの隣接セルとＣｏＭＰを行うかを定義す
る必要がある。ＣｏＭＰセットは、端末とＣｏＭＰを行う隣接セルに対するセットと定義
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することができる。
【０１１５】
　第一の場合として、基地局及び端末がＣｏＭＰセットに対する情報を予め共有すること
ができる。
【０１１６】
　基地局及び端末が共有しているＣｏＭＰセットは、端末測定に基づいて構成することが
できる。このような端末測定に基づいたＣｏＭＰセットの構成は、実際に端末に直接的な
影響を及ぼす隣接セルに対するＣｏＭＰセットを設定するにおいて柔軟性を確保できると
いう長所を有する。端末は、予めサービング基地局などから与えられた隣接セルに対する
リストを受けたり、直接隣接セルに対する測定を通して隣接セルリストを形成することが
できる。このように、端末は、このような隣接セルリストに基づいて測定を行うことがで
きる。すなわち、端末は、隣接セルの干渉レベルに対する測定を行うことができる。干渉
レベルに対する測定値は、参照シンボル受信電力（ＲＳＲＰ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｙ
ｍｂｏｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）、参照シンボル受信品質（ＲＳＲＱ：Ｒｅｆ
ｅｒｅｎｃｅ　Ｓｙｍｂｏｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）、参照信号強さ指示
子（ＲＳＳＩ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔ
ｏｒ）、搬送波対干渉及び雑音比（ＣＩＮＲ：Ｃａｒｒｉｅｒ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）、信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ：Ｓ
ｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｐｌｕｓ　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）値
、ＰＤ（Ｐｒｏｐａｇａｔｉｏｎ　Ｄｅｌａｙ）などになり得る。
【０１１７】
　このように、ＬＴＥシステムで、端末は、パイロット信号の電力に該当する参照信号受
信電力（ＲＳＲＰ）などを利用して端末自分とセルとの間のチャンネル品質状態を測定す
ることができる。ここで、参照信号受信電力とは、考慮された測定周波数帯域幅内でセル
－特定（ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）参照信号が割り当てられた資源要素に分配された
電力の線形平均をいう。資源ブロック上の各資源要素の電力は、循環前置部（ＣＰ：Ｃｙ
ｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）を除いたシンボルの有効な区間から受信したエネルギーから決
定することができる。このような参照信号受信電力は、ＲＲＣ＿ｉｄｌｅ状態及びＲＲＣ
＿ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ状態の全ての端末に適用することができる。また、端末によって受
信機ダイバーシティが利用される場合、報告された値は、全てのダイバーシティブランチ
（ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｂｒａｎｃｈ）の各電力値の線形平均と均等になり得る。
【０１１８】
　このような端末の隣接セルに対する測定（例えば、参照信号受信電力測定）に基づいて
、端末は、ＣｏＭＰセットを構成するのに必要な情報をサービング基地局に報告すること
ができる。サービング基地局に報告される情報は、上述した隣接セルの測定値のうち一つ
又はそれ以上の値と該当の隣接セルのセルＩＤ情報を含むことができる。端末が隣接セル
リストを形成する場合、セルＩＤ情報は、端末が測定した該当の隣接セルに対する情報と
共に報告することができる。
【０１１９】
　サービング基地局が予め隣接セルに対するリストを端末に提供する場合、端末は、予め
定義されたセルＩＤの順に該当のセルに対して測定した測定値を伝送したり、測定値の他
にセルＩＤに該当するインデックスをさらに伝送することができる。また、セルＩＤに該
当するインデックス情報を干渉レベルの順に整列し、インデックスとこれに該当する測定
値をサービング基地局に伝送することができる。
【０１２０】
　このように、端末測定に基づいてサービング基地局と端末がＣｏＭＰセットに対するセ
ルＩＤなどの情報を共有している場合、サービング基地局は、予め定義されたＣｏＭＰセ
ットに対するＦＦＲ情報を端末に知らせることができる。このとき、サービング基地局は
、別途のセルＩＤ情報がなくても、ＦＦＲ情報を予め定義されたセルＩＤの順に、又はセ
ルＩＤに該当する干渉レベルの順に整列して端末に知らせることもできる。
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　第二の場合として、サービング基地局がＣｏＭＰセットに対する情報を端末に知らせる
ことができる。
【０１２２】
　端末の測定に基づいてＣｏＭＰセットを設定すると、セット設定の柔軟性を保障できる
が、それによる端末の測定オーバーヘッド及びフィードバック情報伝送オーバーヘッドが
相当増加し得る。このような状況で、適切な測定オーバーヘッド及びフィードバック情報
伝送オーバーヘッドのために、ネットワークパラメーターに基づいたＣｏＭＰセット設定
を考慮することができる。すなわち、サービング基地局は、特定の基準にしたがって端末
の測定がなくてもＣｏＭＰセットを設定することができる。このようにサービング基地局
が任意にＣｏＭＰセットを設定する場合、サービング基地局は、端末にＣｏＭＰセットに
対する多重セル情報を知らせる必要がある。このとき、このようなＣｏＭＰセットに属し
た多重セルのＩＤ情報は、臨時基地局インデックス（ｔｅｍｐ　ＢＳ　ｉｎｄｅｘ）と定
義することができる。サービング基地局は、ＣｏＭＰセットを設定し、それに該当する隣
接セル（又は基地局）の臨時基地局インデックスを端末に知らせることができる。サービ
ング基地局がこのような臨時基地局インデックスを端末に知らせるとき、サービング基地
局は、各臨時基地局インデックスに該当するＦＦＲ情報（すなわち、臨時基地局インデッ
クス＋ＦＦＲ情報形態の情報）を共に端末に伝送することができる。
【０１２３】
　サービング基地局は、各ＦＦＲ情報を上位階層シグナリング又はＬ１／Ｌ２制御シグナ
リングを通して端末に伝送することができる。サービング基地局は、上位階層シグナリン
グを通してＣｏＭＰセットに該当する隣接セルのセルＩＤ情報又はセルＩＤインデックス
を端末に知らせることができる。サービング基地局は、必要に応じて該当の隣接セルのＦ
ＦＲ情報に対する内容も端末に知らせることができる。また、サービング基地局は、この
情報を、ＣｏＭＰを行うべき端末にイベント－トリガー（ｅｖｅｎｔ－ｔｒｉｇｇｅｒｉ
ｎｇ）された時点に伝送したり、又は周期的に伝送することができる。
【０１２４】
　一般に、基地局は、ＰＤＣＣＨを介してスケジューリング割り当て情報及び他の制御情
報を伝送することができる。物理制御チャンネルは、一つのアグリゲーション（ａｇｇｒ
ｅｇａｔｉｏｎ）又は複数の連続制御チャンネル要素（ＣＣＥ：Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）で伝送することができる。一つのＣＣＥは、９個の資源要素
グループを含む。ＰＣＦＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｏｒ　ＣＨｈａｎｎｅｌ）又はＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉ
ｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａ
ｎｅｌ）に割り当てられない資源要素グループの個数はＮＲＥＧである。システムで利用
可能なＣＣＥは０～ＮＣＣＥ－１である（ここで、
【０１２５】
【化１０】

である）。ＰＤＣＣＨは、次の表５に示したように多重フォーマットをサポートする。ｎ
個の連続ＣＣＥで構成された一つのＰＤＣＣＨは、ｉ　ｍｏｄ　ｎ＝０を行うＣＣＥから
始める（ここで、ｉはＣＣＥ番号である）。多重ＰＤＣＣＨは一つのサブフレームに伝送
することができる。
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【表５】

　表５を参照すると、基地局は、制御情報などを何個の領域に伝送するかによってＰＤＣ
ＣＨフォーマットを決定することができる。端末は、ＣＣＥ単位で制御情報などを読むこ
とによってオーバーヘッドを減少させることができる。
【０１２６】
　サービング基地局は、ＣｏＭＰセットに対するセルＩＤ情報及びＦＦＲ情報をＬ１／Ｌ
２制御シグナリングを通して端末に伝送することができる。すなわち、サービング基地局
が伝送しようとする制御情報によるフォーマットで構成されたＤＣＩフォーマット形態の
ＰＤＣＣＨを区別して設計することができる。このとき、既存のＤＣＩフォーマットを再
使用するという観点で、任意のＤＣＩフォーマット上の一部のフィールドを使用し、その
他のフィールドをゼロパディング（ｚｅｒｏ　ｐａｄｄｉｎｇ）又は任意の値で充填する
形態でＤＣＩフォーマットを構成することもできる。
【０１２７】
　以下では、本発明に係るＦＦＲ方式を利用してＣｏＭＰ動作モードでチャンネル状態を
推定する端末装置について簡略に説明する。
【０１２８】
　図８は、本発明に係る端末装置の好適な構成の実施例を示した図である。
【０１２９】
　図８を参照すると、端末装置８００は、受信モジュール８１０、プロセッサ８２０、メ
モリユニット８３０及び伝送モジュール８４０を含む。
【０１３０】
　受信モジュール８１０は、サービングセルからサービングセルのブースティング電力レ
ベル値を受信するサービングセルのブースティング電力レベル値受信モジュール８１１と
、隣接セルから隣接セルのブースティング電力レベル値を受信する隣接セルのブースティ
ング電力レベル値受信モジュール８１２とを含むことができる。受信モジュール８１０は
、サービング基地局などの外部から各種信号又は情報を受信することができる。例えば、
受信モジュール８１０は、チャンネル状態を推定するためにサービングセル、隣接セルな
どから参照信号を受信することができる。その一方、本発明に係る端末装置８００は、前
記隣接セルのセルＩＤ別に前記ＦＦＲ方式が適用される一つ以上の周波数帯域に対して予
め設定された電力レベルパターン情報を予め知っている場合がある。
【０１３１】
　プロセッサ８２０は、セルＩＤ獲得モジュール８２１、電力レベルパターン情報獲得モ
ジュール８２２、チャンネル状態推定モジュール８２３などを含むことができる。
【０１３２】
　セルＩＤ獲得モジュール８２１は、サービングセル及び一つ以上の隣接セルからそれぞ
れセルのＩＤ情報を獲得することができる。電力レベルパターン情報獲得モジュール８２
２は、前記の獲得したセルＩＤ情報に対応する予め設定された電力レベルパターン情報を
獲得することができる。チャンネル推定モジュール８２３は、前記の獲得した電力レベル
パターンを利用してサービングセルのチャンネル状態を推定することができる。また、チ
ャンネル推定モジュール８２３は、前記の獲得した電力レベルパターン情報の他に、受信
モジュール８１１が受信したサービングセルのブースティングされた周波数パーティショ
ンに対するブースティング電力レベル値を共に利用してサービングセル及び／又は一つ以
上の隣接セルのチャンネル状態を推定することができる。また、チャンネル推定モジュー
ル８２３は、前記の獲得した電力レベルパターンの他に、受信モジュール８１２が受信し
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た一つ以上の隣接セルのブースティングされた周波数パーティションに対するブースティ
ング電力レベル値を共に利用して前記一つ以上の隣接セルのチャンネル状態を推定するこ
ともできる。
【０１３３】
　メモリユニット８３０は、受信モジュール８１０が受信した情報、プロセッサ８２０で
算出された情報などを所定時間の間格納することができる。このようなメモリユニット８
３０は、バッファー（図示せず）などに取り替えることができる。
【０１３４】
　伝送モジュール８４０は、サービング基地局などの外部に各種信号、情報などを伝送す
ることができる。例えば、伝送モジュール８４０は、隣接セルに対して測定した干渉レベ
ル情報及び前記隣接セルのセルＩＤ情報などをサービング基地局に伝送することができる
。また、伝送モジュール８４０は、隣接セルに対して推定されたチャンネル状態に基づい
てチャンネル状態情報を生成し、これをサービング基地局などにフィードバックすること
ができる。
【０１３５】
　上述したように開示された本発明の好適な各実施例に対する詳細な説明は、当業者が本
発明を具現して実施できるように提供された。以上では、本発明の好適な各実施例を参照
して説明したが、該当技術分野の熟練した当業者であれば、本発明の領域から逸脱しない
範囲内で本発明を多様に修正及び変更可能であることを理解できるだろう。例えば、当業
者は、上述した各実施例に記載された各構成を互いに組み合わせる方式で利用することが
できる。
【０１３６】
　したがって、本発明は、ここで開示された各実施形態に制限されるものではなく、ここ
で開示された各原理及び新規の各特徴と一致する最広の範囲を付与しようとするものであ
る。
【産業上の利用可能性】
【０１３７】
　部分周波数再使用方式を利用する無線通信システムでのチャンネル状態推定方法は、３
ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１６などの無線通信システムに適用可
能である。
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